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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究はヒトES細胞を用いて、微小核細胞融合法によってヒトトリソミー細胞パネルを

作製したものである。その結果、ヒト染色体を保持するマウスA9細胞からヒトES細胞に、

ヒト8番、13番、18番染色体を導入してトリソミー細胞を作製することができた。またそれ

らの細胞は、未分化性を維持しており、トリソミーの機能を有することも示唆できた。本

論文の内容は、生物学、医学の分野で、神経発生不全や腫瘍発生のメカニズム解明に迫る

ことが可能な資材となりうるものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 


